
豊川市における

地域包括ケアモデル事業（３年目）の取組

（地区医師会モデル）

資料 ２



平成２８年度の新たな取組状況

【高齢者見守りガイドブック作成】

地域包括ケア推進協議会の関係機関連絡会議にて、
昨年「高齢者見守りガイドブック」の作成が提案され、内容検討を繰
り返し、本年度に印刷完了した。関係団体へ配付する。

作成部数：１，０００部（Ａ３中折カラー両面刷４０ページ）
掲載内容：ねらい（趣旨・活用メリット）、関係機関の期待・役割、

見守りの手順や判断基準、個人情報の取扱いなど。
活用方法：市が作成したガイドブックをベースに各機関でアレンジ。

それぞれの機関に見合った見守り体制を強化する。
社会福祉協議会にあっては地域における見守り活動を推
進する各団体と協働し、地域が主体となって取組めるよ
う支援する。

（１）生活支援サービスの取組状況及び検討状況①

【ガイドブックの表紙】→







平成２８年度の新たな取組状況

補助概要

介護・生活支援サポーター養成講座修了者が団体をつくるなど活動の主体となり、介護・生活支援分野の推
進を図る事業に対して、当該活動の立ち上げにかかる必要経費の一部を補助するもの。

補助対象事業

補助金の対象となる事業は、市内において、平成２８年度中に新たに実施する介護・生活支援分野の推進を
図る事業とする。
(1) 高齢者の日常生活の支援や見守りを目的とした訪問活動を行う事業
(2) 高齢者の介護予防や生きがいづくりを目的とした通いの場の運営を行う事業など

補助金額
補助対象経費の１／２以内、１事業あたり２００，０００円を上限とする。

補助対象経費
すでに実施している活動を継続するための経費は補助対象外とする。

（１）生活支援サービスの取組状況及び検討状況②

【介護・生活支援サポート推進事業】



平成２８年度の新たな取組状況

【高齢者のすまいの手引き作成】

地域包括ケア推進協議会の専門事項検討会議にて、
昨年「すまいの手引き」の作成を提案され、内容検討を繰り返し、本
年度に印刷完了した。一般市民へ配布する。

作成枚数：４，０００部（Ａ３中折カラー両面刷４０ページ）
掲載内容：すまいと住まい方、

住み続けるためのサービス、
住み替えるための施設等の説明など。

活用方法：できる限り住み慣れた地域や家庭で自分らしい暮らしが
続けることができるよう、高齢期における「すまい」の
選択肢等を市民に対して啓発する。

（２）住まいの取組状況及び検討状況①

【手引きの表紙】→





←【高齢者のすまいの手引き配付案内新聞記事掲載】
↓



平成２８年度の新たな取組状況

【ひとり暮らし高齢者のすまいと生活支援ニーズ調査】

地域包括ケアシステムの構成要素のひとつである「すまい」に関して、
ひとり暮らし高齢者の住居の状況や住み替えの希望、生活の中の困り
ごと等の課題を把握し、「すまい」を始めとする高齢者施策の基礎資料
とする。地域包括ケア推進協議会の専門事項検討会議にて、本年度
に調査内容を検討し、調査実施する。明らかになった課題は、平成２９
年度に取り組みを検討する。また、高齢者福祉計画策定委員会に提
案する。
対象：市内在住・ひとり暮らし高齢者
調査数：２，０００人を無作為抽出
様式：A３中折白黒両面刷８ページ
調査期間：平成２８年９月６日から平成２８年９月３０日まで
調査内容：住み替えの希望

住み続けるための必要サービス
住み替え、または住み替えられない理由
介護が必要になった時、どこで介護を受けたいかなど。

（２）住まいの取組状況及び検討状況②

【調査票の表紙】→



【すまいに関する調査項目】↓



平成２８年度の新たな取組状況
（３）医療と介護の連携における新たな取組状況①

保健センターが実施する歯周病健康診査（歯周病やその進行の予
防のため、受診管理をする市民を増やすことを目的）について重度の
要介護高齢者であっても受けられるよう環境を整える。

対象者：歯周病健診対象者（節目年齢）のうち、
７０歳、要介護４･５（介護保険要介護認定）の方で、
訪問による歯周病健診を希望する方とする。

費用：無料【歯周病健診費用：保健センター】
【在宅訪問諸経費：在宅医療連携推進センター】

《期待する成果》
・在宅訪問歯科診療を実施する医療機関が増加する。
・寝たきりであっても口腔機能の管理が受けられる体制･環境が進む。
・ケアマネ･家族等の介護関係者が口腔に対して健康管理の意識が
向上する。

【在宅高齢者訪問歯科（歯周病）健康診査】 【案内パンフレット】↓



【申込から実施
までの流れ】

→

←
【申込様式】



平成２８年度の新たな取組状況
（３）医療と介護の連携における新たな取組状況②

在宅医療・介護連携協議会の検討部会にて、
本市における在宅医療・介護の連携体制をより
推進させることを目的に、多職種連携のシステム
やルールについての可視化に加え、連携に必要
な帳票類等の整備も同時に検討し、多職種連携
マニュアル（仮称）を作成する。

掲載内容候補：連携フロー図
電子＠連絡帳の有効活用
医療機関連係情報シート
訪問歯科診療導入推奨基準
訪問薬剤管理指導導入推奨基準

など

【多職種連携マニュアル（仮称）の作成】

【マニュアル構想】↑

【訪問歯科診療
連携フロー図】→



【訪問薬剤管理
指導のフロー図】

→

←
【訪問薬剤
管理指導導入
スケール】



平成２８年度の新たな取組状況

【人生の終わりを考えるフォーラムin豊川】
市民が自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、人生の終わりに
向けての準備や心構えについて、考えてもらう機会とするために開催するもの。

日 時：平成２８年９月２９日（木）１３：３０～１５：３０
会 場：豊川市御津文化会館（ハートフルホール）
内 容：【第１部】創作落語「天国からの手紙｣とエンディングノートについて

生島清身（行政書士 社会人落語家）
【第２部】様々な立場から語る在宅看取りの実際

コーディネーター：山本なおみ
パネリスト：生島 清身（講師）

佐宗みど里（訪問看護師）
一 般 男 性（在宅看取り経験者）

配付物：エンディングノート、地域包括ケア推進パンフレット、
市民向け終活講座開催など各種講座案内、アンケートなど

（３）医療と介護の連携における新たな取組状況③



←【フォーラム募集チラシ】

↑
【フォーラム開催案内新聞記事掲載】



【フォーラム第１部の様子】→

←【フォーラム第２部の様子】



平成２８年度の新たな取組状況

【人生の終わりを考えるフォーラムin豊川】
《実績》

対象者：市内在住の方、または豊川市内の医療機関・介護施設に勤務している方
参加者：３６９人

《成果》※アンケートの感想の一部

・自分の思いを伝えることを改めて考える機会をもらった。

・長年住んでいた地を離れ、子供の住んでいる豊川市に移り住んできたが、今日の話を
聞いて子供と色々話してみようと思った。

・訪問医療の話を聞き、方法なども知ったので９６歳の母としっかり話し合いをしたい。
自分のためにやったほうがいい。



↑
←【フォーラム終了後の新聞記事掲載】



平成２８年度の新たな取組状況
（４）予防の取組状況①

「人生の終わりを考える」をテーマにしたフォーラム開催後、さらに人
生の終わりに必要な知識である『終活』について、より具体的に学ぶと
ともに、市民がより良く生きるヒントをお伝えする。さらに啓発効果を高
めるために、作成したエンディングノートも教材として使用する。

日 時：平成２８年１１月７日（月）～毎回月曜日の全５回
１３：３０～１５：３０

会 場：豊川市文化会館大会議室
対 象：市内在住で、講座を継続して受講できる方 定 員：６０人
内 容：【在宅医療について】医師会

【在宅介護について】介護保険関係事業者連絡協議会
【成年後見制度・権利擁護について】成年後見支援センター
【遺産・相続と遺言について】法務局
【葬儀・お墓について】民間葬儀会社

【市民向け終活講座】

現在、定員を超える
申込みと大盛況!!

↓【講座募集チラシ】



平成２８年度の新たな取組状況
（４）予防の取組状況②

○介護予防サポーター養成講座

目的：介護保険法(平成９年法律第123号)第
115条の45第1項に定める介護予防事業の
実施に協力し、各地域において介護予防活
動を行う介護予防サポーターを養成する。

対象者：介護予防に関心があり、その普及啓発に協力のできる一般市民
市内各所で開催する介護予防教室に自力でいける方

実施期間：①前期：平成28年5月25日から6月15日
②後期：平成28年7月 5日から8月 2日
いずれも午後1時30分から3時30分

募集人数：20人
実績：①前期：実１３人 延４９人 ②後期：実１９人 延６９人
介護予防サポーターの役割：地域における介護予防に関する意識の啓発

介護高齢課が行う介護予防事業への協力

講 座 内 容

【第１回】 豊川市の介護予防の考え方

【第２回】 介護予防について考える①現状把握と対策（運動、認知）

【第３回】 介護予防について考える②対策（口腔、栄養、総合）

【第４回】 今後の活動に向けて



平成２８年度の新たな取組状況

【ケアラー手帳の配付】

認知症を抱える家族介護者支援向けに作製された手帳を活用し、

介護の情報発信や介護者の体調管理に向けた支援を図ること。

パンフレット概要

（１）仕様：Ａ５版２８ページ（中綴じ） ２色刷 ２,０００部
（２）内容骨子：①あなたの気持ちを聞いてくれる人がいます（介護体験事例集）

②自分を大切にするために（介護者の健康チェック）

③知っておこう認知症のこんなこと（認知症の特徴）

④認知症介護のひと工夫（認知症の対応）

⑤相談先の紹介

（３）配付方法：市内の認知症カフェ、地域包括支援センター、グループホーム、

介護高齢課などの相談窓口

（５）認知症への新たな取組み
（家族介護者支援）

↑【ケアラー手帳表紙】
（一社）日本ケアラー連盟と（公社）認知
症の人と家族の会愛知県支部が共同作成。

1冊200円



その他（普及啓発）
【人生の終わりを考えるエンディングノートの作成】
「人生の終わりを考える」を
テーマに、今後の人生につい
て考え、周りの人と話し合う機
会を設けてもらうため、市民に
対して啓発を行う。その手段と
して自分の思いなどを書き記
すことができるエンディング
ノートを作成し、発行する。

仕様：Ａ４版１６ページ（中綴じ）
２色刷り

作成部数：1,500部（増刷予定）
配布方法：市民向けフォーラム、

終活講座、
相談窓口機関
（介護高齢課、地域包括支援センター）

↑【内容骨子】

←【医療・終末期について】



【財産・相続について】→

制度のことを理解するための
情報発信やご自身の状況を振
り返える記載



↑
←【エンディングノート配布案内新聞記事掲載】



その他（普及啓発）
【図書館コラボ展示の開催】
戦略的、効果的な周知・啓発活動
のひとつとして、若年者を始め多く
の市民が集まる市図書館と協働し、
地域包括ケアシステム（在宅医療・
介護・認知症）に関する普及啓発物
品を掲出する。

期間・題名：
①平成28年7月21日から8月16日
「認知症を知る」

②平成28年8月18日から9月20日
「地域包括ケアってなに？」

掲出物：製作したポスター
講座開催チラシ
図書館で借りられる書籍

【内容骨子】→

←【医療・終末期について】

↑【展示の様子「認知症を知る」】↓



↑【展示の様子「地域包括ケアってなに？」】↑

図書館には、在宅医療・介護関係書籍も多数蔵書があるため、視覚的に理解しやすい写
真集から、専門的な内容の書籍までバランスよく掲出できることにより、学習機会の拡大、
学習効果の増大が、見込まれる。



エンディングノートの配布・啓発

人生の終わりを考えるフォーラム
　　　　　　　　　　　　　　in豊川の開催

市民向け終活講座の開催

皆様に知ってほしい！
効果的な活動

○一連の流れを作っていく

研修や広報活動も単に事業を行う
のではなく、次にどんな戦略でい
くのかを考え、
・なにを先に仕掛けていくか
・どこに仕掛けていくか
・どんな波及を期待するのか
波及する効果を念頭に、次に期待
する事柄を繋げて計画実施する。
その繋がりがあれば効果も倍増、
様々な場面でも影響を与えられる。

市民・関係者の関心の高いとこ
ろに種まき。（エンディング
ノート無償配布）
☆マスコミ・関係者の口コミで
配布効果UP

エンディングノート配布ととも
にフォーラム周知。
☆フォーラムへの興味・関心効
果UP

概論を聞き、より具体的に知り
たい、家族・友達にも教えたい
☆家族・地域住民間での話題
☆口コミで集客効果UP

覚えた知識を他人にも教えたい
☆地域住民間での話題
☆地域住民内での波及効果



地域包括ケアシステムの構築に向けて
地域包括ケアシステム構築に向けて、住み慣れた地域で暮らし続けられるための要は、やはり在宅医療の

普及、医療と介護の連携だと思います。しかし、行政の業務としては、いかに健康で自立した生活を過ごす

か、という観点で予防に関する事業を進めることが圧倒的に多いところです。

行政は、介護保険制度が始まってからは特に市民向けに介護の話題・啓発をするようにはなりましたが、

日本人は昔から「死」についての話はタブーとされており、行政が市民の前で率先して死について話すことは、

あまりありませんでした。 しかし、これまでの啓発活動や出前講座（随時）実践を通じて市民と触れ合う中か

ら、市民は「死」について、前向きに向き合い、自分の最後をどう過ごすのかを考えたいという市民ニーズが

高いことを再確認しました。そこで、今回「人生の終わり」をテーマに様々な手法で啓発活動を展開したところ、

市民ひとりひとりが真剣に考える機会の場となり、事業に対しての満足度も高い評価を得られました。

本センターでは、今後も、誰もが迎える終末期について一緒に考え、在宅医療の選択肢を含め、各人の選

択がかなう地域包括ケアシステムの構築を目指していきたいと思います。



○問い合わせ先
豊川市福祉部介護高齢課 在宅医療連携推進係

（豊川市在宅医療連携推進センター）

・担当者名：(主幹)清水・(課長補佐)岡本・(係長)松井・
(主任)松山・(主事)堀江

・住 所：豊川市山道町2丁目４９
・電 話：0533-89-3179（ザイタク）・ＦＡＸ：0533-89-8812
・メール：zaitaku@city.toyokawa.lg.jp
活動実績はホームページでも公開中！
「在宅医療 豊川市」で検索！

ご清聴、
ありがとうございました。


